
平成３０年度事業計画書 
 

一般財団法人 日本医療教育財団 
 
１．認証等事業 
   外国人患者受入れ医療機関認証制度（以下「ＪＭＩＰ」）の目的である「外国人が安心・

安全に、国際的に高い評価を得ている日本の医療サービスを享受することができる体制の構

築」をめざして、制度の適正な運営および普及・拡大を図ります。 
（１）認定調査員登用 
   ホームページでの公募等を通して、調査業務を担当する認定調査員の登用を行います。 
（２）認定調査員研修 
   認定調査員の資質の向上、能力の標準化のための研修を実施します。 
（３）広報活動 
   本認証制度の対象となる医療機関や健診施設を中心に関係各方面に対して積極的な広報

活動を行い、受審病院の拡大を図ります。 
（４）情報収集・データ整備 
   外国人患者受入れに伴う種々の情報を収集し、医療機関や健診施設における受入れ体制の

改善に役立つデータの整備・活用を図ります。 
 
 
２．医療機関における外国人患者受入れ環境整備事業 
   ＪＭＩＰと並行して、外国人患者が安心して我が国の医療サービスを受けることができる

環境整備を推進します。 
（１）医療通訳育成カリキュラム 
   医療通訳団体等と連携し、我が国における医療通訳の質や技術の向上、育成を図ります。 
（２）外国人向け多言語説明資料 
   外国語対応をしている医療機関で使用される説明文書の標準化を通して、外国人患者と医

療スタッフとの意思疎通の円滑化を図ります。 
 
 
３．能力評価事業 
（１）医療事務技能審査 

良質な患者サービスの提供が重要視されている中、診療報酬請求事務技能と患者接遇の能

力を評価する本審査は、医療界のニーズに対応した試験として関係各方面より高い評価を得

ています。 
（２）技能認定 

① 医師事務作業補助技能認定 
  医療文書やカルテ入力等、医師の事務作業補助にかかる技能認定を通して、ドクターズ 
クラークとしての技能の向上、社会的地位の向上に取り組みます。 

 
 



② 医事業務管理技能認定 
病院における医事業務をマネジメントするために必要な診療報酬請求事務や医療関連法

規、安全管理等に関する能力評価を行い、医事業務管理士としての技能の向上を図ります。 
③ 医事オペレータ技能認定 

医事業務のコンピュータ化に伴い不可欠となっている医事オペレータの能力評価を行い、

専門職としての技能の向上を図ります。 
④ 医療秘書技能認定 

医療機関における秘書スタッフとして必要な医療事務や秘書実務等の能力評価を行い、

チーム医療を支える人材の技能の向上を図ります。 
⑤ 診療情報管理技能認定 
 質の高い診療情報管理業務の運営、さらには医療の質の向上に不可欠となる診療記録管

理者（メディカル・レコード・コーディネーター）の能力評価を行い、人材ニーズに応えます。 
⑥ ケアクラーク技能認定 

介護保険施設や居宅介護サービス機関等の事務職員に必要な介護報酬請求事務、介護・

福祉に関する知識・技能の評価を行い、介護事務職に対する人材ニーズに応えます。 
⑦ 医療通訳技能認定 

    外国人患者と医療スタッフとの通訳として必要な通訳技術や医療関連の知識に関する能

力評価を行い、医療通訳者としての技能の向上を図ります。 
    試験は「専門」と「基礎」の２種類で行います。 

⑧ 医療英語技能認定（仮称） 
  外国人患者を受け入れる医療機関で不可欠となる外国語によるコミュニケーション能力

の向上、振興普及を向けて、医療英語に関する技能認定を検討します。 
⑨ 多文化医療コミュニケーター技能認定（仮称） 

外国人の文化・習慣・宗教等に関する知識や対応力を身につけ、医療現場で増加する外

国人患者への医療サービスの向上や受診サポートに資する技能認定を検討します。 
⑩ クリニック事務技能認定 

診療所における受付業務や診療報酬請求事務業務に関する知識・技能の認定を通して、

人材ニーズに応えます。 
⑪ 調剤報酬請求事務技能認定 
  医薬分業に伴い保険薬局等で必要となる調剤報酬請求事務の能力評価を通して、人材ニ

ーズに応えます。 
⑫ 歯科助手技能認定 
  歯科医療機関での受付業務からレセプト入力、診療介助、機器の保守等の業務に必要な

知識と技能の評価を行い、歯科助手としての質の向上を図ります。 
⑬ メディカル・フロント・コンシェルジュ技能認定 

     医療機関のフロント業務における患者対応に必要な知識と技能の認定を通して、患者サ

ービスの向上、円滑化を図ります。 
⑭ 介護基礎技能認定 

家族介護やボランティア活動など地域において介護サービスをサポートする技能の認定

を通して、人材の育成、技能の向上・普及を図ります。 
 
 
 



⑮ 産前産後ヘルパー技能認定 
    女性が安心して出産・育児ができる環境づくりに向けて、産前産後をサポートする人材

に関する技能の認定を実施します。 
⑯ ベビーシッター技能認定 

    施設や個人宅などで子育てを支援するベビーシッターの技能の向上を図り、子育て環境

の整備に必要な人材ニーズに応えます。 
 
 
４．職業訓練事業 
（１）医事業務管理講座 
   ＤＰＣ対象病院における診療報酬請求事務や医療に関連する法規、安全管理、医療事務職

としての役割など、病院医事業務をマネジメントする上で必要となる専門的知識と技能を養

成します。 
（２）診療情報管理講座 

医療機関で必要とされているＩＣＤ－１０コーディングができる診療記録管理者を養成

します。 
（３）キャリア育成講座 
   医療の専門化・細分化が進む中で、医療事務職を対象にその分野に必要な知識と技能を養

成し、医療事務の有能な実務者として活躍できるよう支援します。 
（４）技能向上訓練 

① 医療機関向け講習会等 
医療機関および医事業務事業者の職員を対象に、ニーズが増大する医師事務作業補助を

はじめ病院事務に係る技能養成を図るための講習会等を実施します。 
② 医療事務リフレッシュ講習会（仮称） 

メディカルクラーク取得後に一定のブランクがある人材を対象に、知識・技能の総復習

や最新の医療事務知識のアップデイトを通して現場対応力の向上を図り、就業に導くため

の講習会の実施を検討します。 
③ 介護事業所向け講習会等 

介護事業所等の介護職員を対象に、利用者の満足や第三者評価機関等の評価が得られる

ような、サービスの質の向上を図るための講習会等を検討します。 
 
 
５．技能振興普及事業 
（１）振興普及 
   当財団の実施する各種事業の理解と協賛を得るため、医療機関や介護・福祉関連施設、教

育機関等に積極的な広報活動を推進するとともに、セミナー・研修会等を通して、医療事務、

医師事務作業補助、介護事務、診療情報管理等に係る技能の振興普及を図ります。 
（２）賛助員制度 

 各事業活動を通して、関係各方面への賛助員制度の浸透に努めるとともに、本制度の充実

を図り、賛助員のいっそうの拡大を図ります。 
 
 



（３）調査研究活動 
   医療事務、医師事務作業補助、介護事務、診療情報管理等に関する業務内容、研修方法等

を調査研究し、当財団各事業活動に反映させるとともに、会報誌等を通して情報の提供を行

います。 
 
 
６．無料職業紹介事業 
   医療事務職・介護事務職・介護職の無料職業紹介活動を通して、当該職種の就業機会の 

確保、促進に努めます。 


